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総
額

310
億

4,087
万
円
の
予
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た�

国
や
地
方
を
取
り
巻
く
財
政
状
況
が
、
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
、
市
民
福
祉
の
向
上
と
個
性
的
で
活
力
あ
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
た
総
額
三
百
十
億
四
千
八
十
七
万
円
の
平
成
十
四
年
度
予
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
前
年
度
に

比
べ
る
と
、
金
額
で
十
二
億
二
千
九
十
八
万
円
、
率
で
三･

八
㌫
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

市
町
合
併
の
推
進
や
福
祉
の
充
実
な
ど
、
さ
ら
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
て
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効

に
配
分
し
て
い
ま
す
。
三
月
定
例
市
議
会
に
提
案
し
た
予
算
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

民生費�土木費�公債費�総務費� 教育費� 農林水産業費� 衛生費� その他�
（商工費など）�

84,661円�57,639円�47,455円�45,905円�34,787円�22,700円� 46,610円�29,984円�

社会福祉や生
活扶助など�

道路や公園の
整備、市営住
宅の建築など�

市が借りたお金
に対して、元金
や利子の支払い�

人件費や市役所
の管理経費など�

学校や文化、
スポーツ施設
の充実など�

ほ場整備事業
など農林水産
業の推進�

ごみの清掃、
保健衛生、し
尿処理など�

商工業の推進
など�

笑顔あふれる街づくりを進めます�
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歳
　
入�

歳
　
出�

　
平
成
十
四
年
度
は
「
　
大
阪
湾
に

輝
く
交
流
都
市
　
洲
本
　
の
創
造
」

を
テ
ー
マ
に
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
高
度

化
・
多
様
化
に
適
切
に
対
処
す
る
た

め
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
の
推
進

や
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
柔
軟
・

弾
力
的
に
対
応
で
き
る
体
質
を
強
化

し
、
市
民
福
祉
の
向
上
と
個
性
的
で

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
�

　
市
の
予
算
は
、
一
般
会
計
と
特
別

会
計
、
企
業
会
計
の
三
つ
の
予
算
が

あ
り
ま
す
。
一
般
会
計
は
、
福
祉
サ

ー
ビ
ス
や
教
育
、
道
路
や
河
川
の
整

備
と
い
っ
た
市
の
基
本
的
な
事
業
に

使
わ
れ
る
予
算
で
す
。
特
別
会
計
は
、

国
民
健
康
保
険
や
公
共
下
水
道
事
業
、

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
な
ど
、
一
般
会
計
と

は
区
別
し
て
行
う
事
業
に
使
わ
れ
る

予
算
で
、
企
業
会
計
は
、
水
道
事
業

と
農
業
共
済
事
業
の
二
つ
で
す
。
�

　
平
成
十
四
年
度
の
こ
れ
ら
の
予
�

算
総
額
は
、
三
百
十
億
四
千
八
十
七

万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
三
・
八

㌫
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、

一
般
会
計
が
百
五
十
五
億
二
千
八
百

万
円
、
五
･
八
㌫
の
減
、
特
別
会
計

が
百
二
十
八
億
八
千
九
百
八
十
万
円

で
四
・
二
㌫
の
増
、
企
業
会
計
が
二

十
六
億
二
千
三
百
七
万
円
で
、
二
三

･
二
㌫
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
歳
入
の
中
で
一
番
多
い
の
は
、
市

税
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
者
か

ら
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。
し

か
し
恒
久
的
な
減
税
や
長
引
く
景
気

低
迷
な
ど
の
影
響
で
昨
年
度
よ
り
八

千
百
三
十
一
万
円
少
な
い
五
十
九
億

二
千
百
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
続
い
て
多
い
の
が
地
方
交
付
税
�

で
三
十
七
億
円
、
前
年
度
よ
り
三
・

四
㌫
の
減
。
国
庫
支
出
金
は
、
合
併

準
備
に
伴
う
補
助
や
埋
蔵
文
化
財
調

査
の
た
め
の
補
助
で
、
十
三
億
九
十

七
万
円
、
四
・
二
㌫
の
減
。
市
の
借

入
金
・
市
債
は
、
三
・
一
㌫
増
の
十

一
億
千
五
百
三
十
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
�

　
予
算
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、

一
般
会
計
の
予
算
の
総
額
を
三
月
一

日
現
在
の
人
口
、
四
万
千
九
百
九
十

七
人
で
割
っ
て
一
人
当
た
り
に
換
算

し
た
の
が
、
下
の
表
で
す
。
�

　
表
の
と
お
り
最
も
多
く
使
わ
れ
る

の
が
、
民
生
費
、
続
い
て
土
木
費
、

公
債
費
の
順
で
、
一
人
あ
た
り
合
計
�

三
十
六
万
九
千
七
百
四
十
一
円
が
使

わ
れ
ま
す
。
�

　
そ
の
内
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
負
担

し
て
い
た
だ
く
税
金
は
、
一
人
当
た

り
十
四
万
九
百
八
十
九
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
�

　
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
進
め
る
た
め

に
使
わ
れ
る
お
金
と
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
お
金
の
差

し
引
き
不
足
分
は
、
国
や
県
か
ら
の

補
助
金
や
借
り
入
れ
金
で
賄
い
ま
す
。
�

　
歳
出
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

民
生
費
が
ト
ッ
プ
で
三
十
五
億
五
千

五
百
五
十
二
万
円
。
国
民
年
金
の
一

部
の
事
務
が
社
会
保
険
事
務
所
に
移

行
さ
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
約
五

億
五
千
二
百
四
十
一
万
円
の
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
土
木
費
で
は
、
海
岸
美
化
、
河
川

や
道
路
の
整
備
、
市
営
住
宅
維
持
費

な
ど
で
、
二
十
四
億
二
千
六
十
七
万

円
。
�

　
公
債
費
は
、
十
九
億
九
千
二
百
九

十
五
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
二

億
三
千
二
百
四
十
四
万
円
の
減
額
。
�

　
衛
生
費
は
、
新
し
尿
処
理
場
整
備

事
業
費
や
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
事
業
費
が
新
し
く
増
え
た

た
め
、
約
一
億
八
千
九
百
十
三
万
円

増
の
十
九
億
五
千
七
百
五
十
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
そ
の
ほ
か
総
務
費
は
、
電
算
処
理

開
発
経
費
、
淡
路
広
域
水
道
へ
の
出

資
金
な
ど
で
十
九
億
二
千
七
百
八
十

五
万
円
。
教
育
費
は
、
総
合
文
化
体

育
館
整
備
事
業
費
な
ど
で
十
四
億
六

千
九
十
五
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

景
気
低
迷
に
よ
り
市
税
が
減
収
�

厳
し
い
財
政
状
況
�

社
会
資
本
の
整
備
や
�

地
域
福
祉
の
充
実
に
�

重
点
を
置
き
ま
し
た
�
市
民
一
人
当
た
り
に
�

使
わ
れ
る
お
金
は
�

三
十
六
万
九
千
七
百
四
十
一
円
�

固定資産税�市民税�都市計画税� 市たばこ税�軽自動車税�入湯税�特別土地保有税�

68,382円�53,305円�9,390円�6,786円�1,887円�1,071円�168円�

個人の所得や法
人の収益などに
対してかかる税�

都市計画区域内
の土地、家屋に
かかる税�

たばこの消費に
対してかかる税�

自動二輪、軽自
動車などにかか
る税�

温泉に入るとき
にかかる税�

5,000平方㍍
以上の土地の保
有や取得に対し
てかかる税�

土地や家屋、償
却資産にかかる
税�

■会計別予算　（　）内は前年対比�
・ 一般会計・・・・・・�

・ 特別会計・・・・・・�

・ 企業会計・・・・・・�

◆ 総額・・�

１５５億２,８００万円�

１２８億８,９８０万円�

２６億２，３０７万円�

３１０億４，０８７万円�

（　５・８㌫減）�

（　４・２㌫増）�

（２３・２㌫減）�

（　３・８㌫減）�
“
�

”
�
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＊（仮称）総合文化体育館整備事業…３００万円�
　新体育館建設に向けて、検討調査を行います。� まちを支える力強い産業づくり�

豊かさを実感できる�
都市基盤づくり�

・都市計画情報システム構築事業…６８９万円�
・わが家の耐震診断推進事業…１５０万円�
　昭和５６年５月３１日以前に建てた住宅について、無
　料で耐震診断を行います。�
・水道事業会計（企業会計）�
　　第８次拡張事業…１億５，８５０万円�
　　配水管整備事業…１億４，４２０万円�
　市道由良中央線配水管布設替工事などを行い、引き続
　き水の安定供給に努めます。�
・公共下水道事業（特別会計）…１６億４００万円�
＊橋梁耐震補強事業…６,１００万円�
　山田原北跨道橋ほか４つの橋について、耐震補強工事
　を行います。�

＊ファミリーパック掛金補助…１２０万円�
　県中小企業従業員共済事業の掛け金を補助します。�
・広域営農団地農道整備事業負担金…２，９９０万円�
＊有害鳥獣防除事業…９０万円�
　防護柵などの設置費用を補助します。�
＊炬口海水浴場施設整備…１２０万円�
　快適な海水浴場を目指して、砂浜などを整地します。�
＊緊急雇用創出事業…９１０万円�
　新たな雇用を創出するため、教育指導助手を雇い入れ
　ます。�

市民と行政によるまちづくり�

＊洲本市・津名町・五色町合併協議会負担金…８０７万円�
　質の高い行政サービスの提供できる、自立した自治体
　を目指した行政合併を進めていきます。�
＊情報基盤整備計画策定事業…５７０万円�
　庁内ＬＡＮや光ケーブル敷設など、行政合併に伴う情
　報基盤整備計画を策定します。�
＊総合行政ネットワーク（ＬＧＷＡＮ）接続事業……�
　３６１万円�
　国の各省庁やほかの地方公共団体と専用のネットワー
　クで接続します。�

（＊は新規事業）�

二ツ石の発掘調査�

道路や公園の整備に
取り組みます�

炬口海水浴場�

歳 入�歳 入��
155億2,800 円万円�
（100％）�

円� 155155億2,800万円�
（100％）�

155億2,800万円�
（100％）�

歳 出�歳 出�歳 出�
総務費総務費�
1919億2,7852,785万円万円�
（12.412.4％）�

民生費民生費�
3535億5,5525,552万円万円�
（22.922.9％）�

土木費土木費�
2424億2,0672,067万円万円�
（15.615.6％）�

　　公債費　　公債費�
1919億9,2959,295万円万円�
（12.812.8％）�

　　衛生費　　衛生費�
1919億5,7505,750万円万円�
（12.612.6％）�

教育費教育費�
1414億6,0956,095万円万円�
（9.49.4％）�

総務費�
19億2,785万円�
（12.4％）�

民生費�
35億5,552万円�
（22.9％）�

土木費�
24億2,067万円�
（15.6％）�

　　公債費�
19億9,295万円�
（12.8％）�

　　衛生費�
19億5,750万円�
（12.6％）�

教育費�
14億6,095万円�
（9.4％）�

総務費�
19億2,785万円�
（12.4％）�

民生費�
35億5,552万円�
（22.9％）�

土木費�
24億2,067万円�
（15.6％）�

　　公債費�
19億9,295万円�
（12.8％）�

　　衛生費�
19億5,750万円�
（12.6％）�

教育費�
14億6,095万円�
（9.4％）�

消防費�
5億4,775万円�
（3.5％）�

農林水産業費�
9億5,333万円�
（6.1％）�

議会費�
2億4,566万円（1.6％）�

その他�
1億4,904万円�
（1％）�

商工費�
3億1,678万円（2.1％）�

市　税市　税�
5959億2,1102,110万円万円�
（38.138.1％）�

その他�
6,0726,072万円万円�
（0.40.4％）�

利子割交付金利子割交付金�
1億円億円（0.60.6％）�

その他�
6,072万円�
（0.4％）�

利子割交付金�
1億円（0.6％）�

市　税�
59億2,110万円�
（38.1％）�

取得税�
000万円（0.7％）�
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■主な特別会計・企業会計予算�

自然と共生する安全で快適な�
都市計画づくり�

・街並み環境整備事業…１，３９５万円�
　寺町地区の道路約１４５㍍についてカラー舗装や生垣
　を設置します。�
＊由良多目的広場管理経費…１０８万円�
　旧由良老人ホーム跡地に完成した多目的広場の管理を
　行います。�
＊生まれ変わる洲本川の提案事業…５００万円�
　洲本川を多自然型で親水性のある河川とするための調
　査を行います。�
＊新し尿処理場整備事業…１億９，３７８万円�
　新処理場建設のため用地購入と調査設計を行います。�

・市民会館特定事業委託…５００万円�
　市民会館主催の事業を計画、実施し、文化の発展を図
　ります。�
＊ 埋蔵文化財調査整理事業…１，６７７万円�
　二つ石・下内膳地区の発掘調査や報告書の作成などを
　行います。�
＊加茂小学校屋内運動場大規模改造事業…９，４００万円�
　加茂小屋内運動場について、耐震補強工事などを行い
　ます。�
＊校内ＬＡＮ整備事業…１，０６０万円�
　中川原小学校、青雲中学校に、校内情報通信ネットワ
　ークを整備します。�
＊中学校和楽器購入…１００万円�
　市立の中学校５校について音楽授業で使用する琴を購
　入します。�

健やかでいきがいのある�
まちづくり�

想像力と豊かな心を育む教育・�
文化のまちづくり�

＊高齢者インフルエンザ予防接種事業…１，７３５万円�
　６５歳以上の人のインフルエンザ予防接種の費用を負
　担します。�
＊肝炎ウイルス検査事業…１６６万円�
＊精神保健福祉業務…５０５万円�
　法改正によりケアーマネージメント事業やホームヘル
　プサービスを４月１日から市で行います。�

・福祉タクシー利用料助成事業…２００万円�
　身体に障害のある人（１～２級）に、中型タクシーの
　初乗り運賃を助成します。�
・放課後児童健全育成事業…３６０万円�
＊児童扶養手当…４，２３７万円�
　法改正により、現在県から支給の母子家庭への児童扶
　養手当を８月１日より市から支給します。�

国民健康保険�
（　６・６㌫増）�

３５億８，８８１万円�

（１１・０㌫増）�
４８億６，２６６万円�

（１０・７㌫増）�
２２億８，６３０万円�

（１５・３㌫減）�
１６億  ４００万円�

（２３・５㌫増）�
３億９，２５２万円�

（２５・５㌫減）�
２２億９,２６６万円�

（　２・６㌫減）�
３億３，０４１万円�

老人保険医療�

介護保険�

公共下水道事業�

ＣＡＴＶ事業�

水道事業�

農業共済事業�

（企業会計）�

（企業会計）�

現在のし尿処理場�

２月１７日に行われ
た健康福祉のつどい�

歳 入�歳 入�歳 入�
155億2,800万円万円�
（100％）�

155億2,800万円
（100％）�

（　）は前年度対比�

地方交付税地方交付税�
3737億円億円�
（23.823.8％）�

国庫支出金国庫支出金�
1313億9797万円万円�
（8.48.4％）�

市　債市　債�
1111億1,5301,530万円万円�
（7.27.2％）�

自動車取
1億1,00

分担金及び負担金�
2億8,061万円�
（1.8％）�

地方交付税�
37億円�
（23.8％）�

県支出金�
10億8,494万円�
（7.0％）�

諸収入�
5億5,538万円�
（3.6％）� 国庫支出金�

13億97万円�
（8.4％）�

地方特例交付金�
1億9,500万円�
（1.3％）�

使用料及び手数料�
4億9,898万円�
（3.2％）�

市　債�
11億1,530万円�
（7.2％）�

地方消費税交付金�
4億6,000万円�
（3.0％）�

地方譲与税�
1億4,500万円（0.9％）�
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協
議
会
の
会
長
に
、
柏
木
和

三
郎
・
津
名
町
長
、
副
会
長
に
、

中
川
啓
一
・
洲
本
市
長
、
砂
尾

治
・
五
色
町
長
が
就
任
、
柏
木

会
長
が
議
長
に
な
っ
て
会
議
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
�

　
会
議
は
公
開
で
行
わ
れ
、
す
�

で
に
告
示
さ
れ
て
い
る
合
併
規

約
な
ど
の
報
告
の
あ
と
、
運
営

規
程
や
傍
聴
規
程
な
ど
が
協
議

さ
れ
ま
し
た
。
�

　
合
併
に
つ
い
て
の
協
定
項
目
�

と
し
て
、
▽
議
会
議
員
の
定
数

や
任
期
　
▽
特
別
職
や
一
般
職
�

員
の
身
分
の
取
り
扱
い
　
▽
地

方
税
の
取
り
扱
い
　
▽
使
用
料

や
手
数
料
な
ど
の
四
十
七
項
目

と
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
合
併
に
つ
い
て
の

基
本
的
協
定
項
目
の
内
容
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
�

◆
合
併
の
方
式
�

　
洲
本
市
、
津
名
町
、
五
色
町

を
廃
止
し
、
そ
の
区
域
を
も
っ
�

て
新
し
い
市
を
設
置
す
る
新
設

合
併
（
対
等
合
併
）
と
し
ま
す
。
�

◆
合
併
の
期
日
�

　
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
合
併
す
る
も
の
と
し
ま

す
。
�

◆
新
市
の
名
称
�

　
「
あ
わ
じ
市
」
を
軸
に
検
討

す
る
も
の
と
し
ま
す
。
�

◆
新
市
の
事
務
所
の
位
置
�

　
現
在
の
洲
本
市
役
所
（
洲
本

市
本
町
三
丁
目
四
番
十
号
）
に

置
く
も
の
と
し
ま
す
。
�

◆
財
産
及
び
債
務
の
取
り
扱
い
�

　
洲
本
市
、
津
名
町
、
五
色
町
�

の
所
有
す
る
財
産
、
施
設
及
び

債
務
は
す
べ
て
新
市
に
引
き
継

ぐ
も
の
と
し
ま
す
。
�

　
な
お
、
協
議
会
は
原
則
的
に

偶
数
月
の
第
四
木
曜
日
に
開
か

れ
る
予
定
で
、
次
回
は
四
月
二

十
五
日
に
洲
本
市
総
合
福
祉
会

館
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
�

　
二
月
十
八
日
、
一
宮
町
か
ら

洲
本
市
、
津
名
町
、
五
色
町
に

対
し
て
「
洲
本
市
・
津
名
町
・

五
色
町
合
併
協
議
会
」
へ
の
加

入
申
し
出
が
、
文
書
で
提
出
さ

れ
て
お
り
、
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ

の
議
会
で
一
宮
町
の
協
議
会
へ

の
参
加
議
案
が
審
議
さ
れ
て
い

ま
す
。
�

�

夢
と
希
望
の
あ
る
街
づ
く
り
を�
夢
と
希
望
の
あ
る
街
づ
く
り
を�

「
第
一
回
洲
本
市
・
津
名
町
・
五
色
町
合
併
協
議
会
」
が
二
月
二
十
八
日
、
し
づ
の
お
だ
ま
き
館
（
津
名
町
志
筑
）
で
開
か
れ

ま
し
た
。
各
市
町
長
や
議
会
議
長
、
議
会
合
併
特
別
委
員
長
ら
の
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
か
ら
選
ば
れ
た
委
員
二
十
二
人
が

出
席
、
規
約
や
予
算
、
新
庁
舎
の
位
置
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。�

一
宮
町
か
ら

一
宮
町
か
ら�

参
加
の
申
し
出

参
加
の
申
し
出�

一
宮
町
か
ら�

参
加
の
申
し
出�

洲本市・津名町・五色町合併協議会委員�

団 体 名 � 役 職 名 � 氏 名 �

洲 本 市 �

　 〃 　 �

　 　 �

　 　 �

　 〃 　 �

　 〃 　 �

　 〃 　 �

　 〃 　 �

津 名 町 �

　 〃 　 �

�

�

　 〃 　 �

　 〃 　 �

　 〃 　 �

　 〃 　 �

五 色 町 �

　 〃 　 �

�

�

　 〃 　 �

　 〃 　 �

　 〃 　 �

　 〃 　 �

兵 庫 県 �

市　長�

市議会議長�

�

�

学識経験者�

学識経験者�

学識経験者�

学識経験者�

町　長�

町議会議長�

�

�

学識経験者�

学識経験者�

学識経験者�

学識経験者�

町　長�

町議会議長�

�

�

学識経験者�

学識経験者�

学識経験者�

学識経験者�

学識経験者�

中　川　啓　一 

宮　本　徳　冶�

�

�

和　田　正　孝�

上　田　千鶴子�

後　藤　忠　毅�

伊富貴　江　利�

柏　木　和三郎�

松　本　英　志�

�

�

尾　崎　　　保�

家　本　賢　一�

田　居　俊　子�

山　田　かずみ�

砂　尾　　　治

土　井　敏　雄�

�

�

龍　虎　輝　彦�

山　本　道　雄 

中　田　久美子�

投　石　文　子�

山　田　幸　嗣�

　〃　�

�

　〃　�

�

　〃　�

�

市議会市町合併研究特別�
委員会委員長�

町議会合併調査特別�
委員会委員長�

町議会広域合併問題調査�
特別委員会委員長�

谷　　　文　雅�

横　山　昌次郎�

杉　本　匡　一�

◆診療所で診察を受けた場合（定額制）�
�　１日８００円→１日８５０円（月４回まで）�
◆ベッド数２００床以上の病院で診療を受けた場合�
　（定率制・医療費の１割負担）�
�　月額上限５,０００円→月額上限５,３００円�

◆診療所やベッド数２００未満の病院で診察を受けた場合�
　（定率制・医療費の１割負担）�
�　月額上限３,０００円　→　月額上限３,２００円�
◆訪問看護ステーションを利用した場合�
　月額上限３,０００円→月額上限　３,２００円�
　または１回６００円→１回６４０円（月５回まで）�

　詳しくは、健康福祉館内健康課医療係（1２２・３３３７）へ。�

本年４月１日から外来受診の支払い上限額と訪問看護の支払い上限額が次のように変わります。�
老人医療受給者の皆さんへ�

第1回洲本市・津名町・五色町合併協議会�

〈敬称、略〉�
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59 完全学校週5日制�
毎週土曜日を休みとする「完全学校週5日制」が、４月から始まります。�

�   これからの教育がめざすものは……�
�      子どもたちの体験活動の場や機会を充実させ、�
�        ゆとりの中で、自ら学び自ら考えるこころ豊かな子どもを育てます。�

学校では�

家庭では�

地域社会では�

　 基礎・基本の確実な定着を図りながら、学校においては、次のようなことが大きく変わります。�

① 各学校の創意工夫で柔軟な時間割を組みます。�
　今までは、小学校45分、中学校50分の授業を行っていましたが、例えば、実験や実習を行うとき�

　はそれよりも多くとったり、日々の習熟が必要なときは短くするなど、各学校で工夫できます。�

② 小学校3年生以上に、総合的な学習の時間が新設されます。�
　この時間は子どもたちが各教科の学習で得た個々の知識を結びつけ、総合的に働かせることができ�

　ることを目指します。�

③ 体験的な学習・問題解決的な学習を重視します。�
　実際に自分で調べたり、体験したりすることによって、実感を伴って理解することを大切にします。�

家庭教育の役割の大きさを見つめ直し、親がその責任を十分果たすとともに、家庭の教育力を充実す
ることが大切です。�

住民一人一人が地域の一員であるという気持ちをもち、地域社会の教育力を充実させることが大切です。�

教育に関する Ｑ＆Ａ�
完全学校週５日制は、子どもたちが休みの日を利用し、様々

な活動や体験を通して、望ましい人間形成を図るためのもの

です。�

完全学校週５日制にはどのようなねらいがありますか。�

共通に学ぶ知識の量は従来と比べて減りますが、自分で学ぼ

うとする意欲や学び方をしっかり身につけさせることを中心

に学習を進めますので、意欲的・主体的な学習がより活発に

行われます。�

学校では、今後どのような教育が進められますか。�

開かれた学校づくりとは、地域の人々に学校行事に参加して

もらったり、子どもの学習を支援していただいたり、また学

校施設を地域の人々の集会や活動の場として利用してもらう

ことをきっかけに、家庭や地域社会との連携を深め、協力し

て子育てをすることです。�

開かれた学校づくりという言葉をよく耳にしますが、�
どのようなことなのでしょうか。�

『洲本市子ども情報センター』では、�
　子どもたちが休日を有意義におくるため
の「学び＆遊び」の情報を「にゅーす すも
とっ子」（年4回、７、９、１１、３月に
発行予定）でお知らせしています。�
　地域社会での「体験学習」にどんどん参
加しよう。�

家庭・地域社会においても学校とともに子育てをしましょう。�

が�
始まります。�

　詳しくは、洲本市子ども情報センター�
（市役所教育委員会社会教育課内1２２・
３３２１内線３７２）へ。�

▼
�
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弥 生 時 代 の  ニ ュ ー タ ウ ン 現 わ る �

  下内膳の中津原遺跡で、２月２７日に発掘調査の発表、３月

２日には現地説明会が行われました。中津原遺跡は、弥生時代

後期に生産性向上による人口増加のために新たにできた集落で

あると考えられています。説明会には約120人が集まり、復

元された竪穴住居などの説明を興味深く聞いていました。�

　中村紘子ピアノリサイタルが、２月２１日市民会館ふれ

あいホールで行われました。市民会館の自主事業として行

われたもので、シューマンの「謝肉祭」やショパンのソナ

タなどの演奏に、会場いっぱいの観客は聞き惚れていまし

た。�

中村紘子  ピアノリサイタルが行われました� ＩＳＯ９００１：２０００  新たな認定を�

写真�ニュース�

　市では、ＩＳＯ９００２による認証を受けていましたが、今回
規格改訂に伴うＩＳＯ９００１：２０００への移行審査が、２月
１２日から１５日まで行われました。新しい規格では、企画管理、
方針管理、また継続的な改善の導入が求められています。今後と
も市ではＩＳＯの取り組みを通して、市民サービスの向上を目指
していきます。�

　数え３歳の子どもを抱いて町を練り歩く由良の「ねりこ祭」
が、２月１１日行われました。この祭は子どもの氏子入りを
祝い、健やかな成長を祈って行われるもので、今年は雪が舞
う中６組の家族が参加し、湊神社から戎神社までを歩きました。�

健やかな   成長を祈って� い よ い よ 開 通   上 庚 申 橋 �

　上物部の上庚申橋の竣工式が３月２９日午前１０時から行われ、正

午から供用が開始されます。永年の懸案だったこの橋の完成により、

千草・大野方面からの通勤や通学時間が短縮できるようになります。�

��
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　「桂三枝のひょうご寄席」が２月８日、勤労センタービ

バホールで行われました。今回の出演は桂三枝さんをはじ

め、チャンバラトリオ、ティーアップなどの皆さんで、軽

快な掛け合いに、会場では笑いが巻き起こっていました。�

�
桂三枝のひょうご寄席が開かれました�

大 浜 公 園 に   新 た な 砂 浜 �

　淡路県民局県土整備部洲本土木事務所により、大浜海岸の
北側で養浜工事が行われており、３月末に完了する予定です。
今回は１万６０００立方㍍の砂が投入され、新たに約４０００
平方㍍の砂浜が４月からは利用できるようになります。夏に
は美しい海岸で海水浴が楽しめます。�

　養護老人ホーム由良荘の跡地を整備し由良多目的広場が、

3月6日完成しました。ゲートボール場やブランコ、鉄棒、公

衆トイレなどが整備されており、さっそく老人クラブの人た

ちがゲートボールに訪れるなど、市民の憩いの場となりました。�

ふ れ あ い と 交 流 の 作 品 展 �

　洲本市老人クラブ連合会の「ふれあい作品展」が、２月１６、
１７日、市民会館で行われました。この作品展には書や絵画、
写真、工芸など、各地区の老人クラブの会員の作品約２００
点が展示されました。自分や仲間の作品を見るために、大勢
の人たちが鑑賞に訪れていました。�

いつも体に気を付けて  健康福祉のつどい�

　洲本市健康福祉のつどい

が２月１７日、洲本市健康

福祉館で行われました。リ

ハビリ友の会の作品展示や

福祉施設によるバザー、介

護相談のほか、女優の中原

ひとみさんの講演「おしど

り夫婦としての年輪の刻み

方」があり、会場に入りき

らないほどの聴衆が詰めか

けました。�

憩いの場に  由良多目的広場  完成�

�



１０�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�

写真の人に出合ったら、広報にのって�
いたねと、ひと声かけてね。�

　
熱
性
け
い
れ
ん
と
は
、
脳
炎

と
か
髄
膜
炎
（
脳
膜
炎
）
、
生

ま
れ
つ
き
脳
傷
害
な
ど
が
な
く

て
熱
と
と
も
に
起
こ
る
け
い
れ

ん
を
言
い
ま
す
。
乳
幼
児
の
け

い
れ
ん
の
中
で
は
最
も
多
く
遭

遇
し
、
小
児
科
医
に
と
っ
て
は

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
と
と
も
に
避

け
て
通
れ
な
い
疾
患
の
一
つ
で

あ
り
ま
す
。
一
歳
代
で
最
も
多

く
、
女
児
の
方
が
発
症
年
齢
が

早
く
頻
回
で
年
長
に
な
る
ま
で

起
こ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
単

に
体
温
の
高
さ
だ
け
で
な
く
、

熱
の
出
始
め
で
そ
の
上
昇
が
急

で
あ
る
場
合
に
起
こ
り
や
す
く
、

し
ば
し
ば
け
い
れ
ん
の
後
で
発

熱
に
気
づ
く
事
が
あ
り
ま
す
。
�

�
い
く
つ
か
の
条
件
に
よ
り
単

純
性
熱
性
け
い
れ
ん
と
複
合
型

熱
性
け
い
れ
ん
に
分
け
ら
れ
ま

す
が
、
当
然
単
純
性
の
ほ
う
が

良
性
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
に
、
て
ん
か
ん
、
泣
き
入
り

ひ
き
つ
け
脳
炎
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
医
院
を
受
診
し
て
診
察
を

受
け
て
下
さ
い
。
�

�
そ
の
対
処
法
で
す
が
、
誰
し

も
我
が
子
の
ひ
き
つ
け
を
見
た

く
は
な
い
も
の
で
す
。
驚
い
て

す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ん
で
し
ま

い
ま
す
が
、
無
理
も
な
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
長
い
よ
う
で

も
五
分
位
で
止
ま
り
ま
す
の
で

救
急
車
が
来
る
ま
で
の
間
そ
の

子
を
よ
く
観
察
し
て
下
さ
い
。

一
度
経
験
し
た
こ
と
が
あ
れ
ば

ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
が
、
最

近
は
座
薬
が
予
防
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
使
い
方
は
か
か
り
つ

け
の
医
院
で
説
明
を
受
け
て
下

さ
い
。
そ
し
て
い
つ
も
冷
蔵
庫

に
二
個
保
存
し
て
お
い
て
三
十

七
・
五
度
以
上
の
熱
を
見
つ
け

た
ら
熱
さ
ま
し
を
使
う
前
に
ひ

き
つ
け
止
め
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

も
し
熱
を
下
げ
た
い
な
ら
ば
ひ

き
つ
け
止
め
か
ら
三
十
分
あ
け

て
使
用
し
て
下
さ
い
。
�

�
こ
れ
で
慌
て
て
救
急
車
を
呼

ぶ
こ
と
は
な
く
な
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
も
し
夜
間
な
ら

翌
日
に
必
ず
か
か
り
つ
け
医
を

受
診
し
て
診
察
を
受
け
、
ひ
き

つ
け
止
め
の
座
薬
の
補
充
を
し

て
お
い
て
下
さ
い
。
�

　　奥村小児科医院　�

奥村  司  医師�

�

◆
応
募
締
切
 
三
月
三
十
一
日

　
（日）
ま
で
�

◆
応
募
方
法
 
応
募
は
が
き
、

　
ま
た
は
官
製
は
が
き
一
枚
に

　
標
語
一
点
と
氏
名
、
住
所
、

　
電
話
番
号
、
性
別
、
年
齢
、

　
職
業
を
記
入
の
う
え
、
郵
送

　
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
イ
ン

　
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
募
集
を
受

　
付
け
て
い
ま
す
。
H
P
ア
ド

　
レ
ス
 �

�

◆
テ
ー
マ
 
道
路
は
国
民
共
有

　
の
、
つ
ま
り
あ
な
た
の
財
産

　
で
す
。
〈
み
ん
な
が
道
路
と

　
親
し
み
、
ふ
れ
あ
い
、
常
に

　
広
く
、
美
し
く
、
安
全
に
、

　
共
に
楽
し
く
利
用
し
ま
し
ょ

　
う
〉
�

▼
詳
し
く
は
、
国
土
交
通
省
道

路
局
道
路
交
通
管
理
課
（
1
０

３
・
５
２
５
３
・
８
１
１
１
）

か
、
市
役
所
都
市
整
備
部
管
理

課
（
1
２
２
・
３
３
２
１
内
線

３
４
0
）
へ
。
�

市
民
交
通
傷
害
保
険
に�

加
入
し
ま
し
ょ
う�

��

�
洲
本
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て

い
る
人
や
通
学
、
通
勤
さ
れ
て

い
る
人
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入

で
き
ま
す
。
�

◆
保
険
期
間
 
平
成
十
四
年
五

　
月
一
日
よ
り
翌
年
平
成
十
五

　
年
四
月
三
十
日
（
一
年
間
）

　
現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ

　
ん
も
今
年
の
四
月
三
十
日
で

　
保
険
期
間
が
終
わ
り
ま
す
の

　
で
新
規
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。
�

◆
保
険
料
 
一
人
一
口
五
百
四

　
十
円
（
途
中
加
入
は
月
割
計

　
算
）
で
二
口
ま
で
加
入
で
き

　
ま
す
。
�

◆
支
払
保
険
料
 
加
入
口
数
一

　
口
に
つ
き
最
高
一
〇
〇
万
円

　
（
死
亡
）
、最
低
五
千
円
（
傷
害
）

　
の
保
険
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
�

◆
加
入
手
続
 
町
内
会
の
役
員

　
の
人
か
ら
配
布
さ
れ
た
申
込

　
カ
ー
ド
（
四
部
複
写
）
に
ボ

　
ー
ル
ペ
ン
で
強
く
は
っ
き
り

　
写
る
よ
う
に
記
入
し
、
保
険

　
料
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。
町
内
会
で
加
入
手

　
続
き
を
さ
れ
な
か
っ
た
人
は
、

　
直
接
市
民
相
談
係
へ
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。
�

＊
事
故
が
起
き
た
場
合
 
交
通

　
事
故
に
遭
っ
た
場
合
は
、
た

　
と
え
単
独
事
故
（
自
転
車
で

　
の
転
倒
事
故
な
ど
）
で
も
警

　
察
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
生

活
部
市
民
課
市
民
相
談
係
（
1

２
２
・
３
３
２
１
内
線
３
４
６
）

へ
。
�

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
�

推

進

標

語

�

�

募

集

�
四
月
一
日
か
ら  
新
規
受
付�

　
　
　
　
　   http://w

w
w
.archit�

             ecture.jp/hyougo/�
�



１１�

わが家の　ホ ー プ�

春 の 全 国 交 通 安 全 運 動 �
　 　 　 �

兵 庫 県 警 察 官 募 集 �

”�

◆
と
　
き
　
毎
週
木
曜
日
（
四

　
月
十
一
日
開
講
）
▽
昼
の
部

　
（
午
前
十
時
〜
正
午
・
保
育

　
あ
り
ま
す
）  

▽
夜
の
部（
午

　
後
七
時
〜
九
時
）�

◆
と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
会
館�

　
（
夜
の
部
は
、
三
原
町
中
央

　
公
民
館
、
し
づ
の
お
だ
ま
き

　
館
で
も
あ
り
ま
す
）�

◆
募
集
人
員
　
各
会
場
三
十
人�

◆
受
講
料
　
四
千
円
（
テ
キ
ス

　
ト
、
資
料
代
を
含
む
）�

◆
申
込
締
切
　
四
月
五
日
（金）
ま

で
。�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

淡
路
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー�

（
健
康
福
祉
館
内
1
２
４
・
３

　
８
５
０
）
へ
。�

　
淡
路
文
化
史
料
館
で
は
、
古

文
書
解
読
の
仕
方
を
学
ぶ
「
古

文
書
学
習
講
座
」
の
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。�

◆
と
　
き
　
毎
月
第
四
日
曜
日
、

　
午
前
十
時
〜
正
午
（
五
月
〜

　
来
年
三
月
ま
で
の
計
十
回
、

　
十
二
月
は
休
み
）�

◆
と
こ
ろ
　
淡
路
文
化
史
料
館�

◆
講
　
師
　
武
田
清
市
氏
（
淡

　
路
文
化
史
料
館
専
門
委
員
）�

◆
費
　
用
　
無
料
（
た
だ
し
、

　
テ
キ
ス
ト
代
、
コ
ピ
ー
代
な

　
ど
実
費
を
随
時
徴
収
し
ま
す
）�

◆
準
備
品
　
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
、

　
け
い
紙�

◆
募
集
人
員
　
三
十
人
（
過
去

　
の
講
座
を
受
講
し
た
人
も
受

　
講
で
き
ま
す
。
）�

◆
締
　
切
　
四
月
三
十
日
（火）
ま

　
で�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

同
館
「
古
文
書
学
習
」
係
（
1

２
４
・
３
３
３
１
）
へ
。�

�

　
郷
土
が
誇
る
伝
統
あ
る
す
ば

ら
し
い
淡
路
人
形
の
頭
づ
く
り

に
、
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

き
っ
と
あ
な
た
が
苦
労
し
て
制

作
し
た
淡
路
人
形
の
頭
は
一
生

の
宝
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
挑
戦

し
て
く
だ
さ
い
。�

◆
と
　
き
　
毎
月
第
一
、
第
三

　
日
曜
日
、
午
後
一
時
半
〜
四

　
時
半
（
四
月
二
十
一
日
開
講
）�

◆
と
こ
ろ
　
淡
路
文
化
史
料
館�

◆
講
　
師
　
藤
野
良
一
氏
（
彫     �

　
号
は
人
形
良
。
鳴
門
市
中
央

　
公
民
館
や
三
原
高
校
な
ど
で

　
も
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
）�

◆
経
　
費
　
▽
年
間
会
費
二
千

　
円
▽
工
具
材
料
費
約
三
万
円�

◆
申
　
込  

四
月
七
日
（日）
ま
で�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

同
館
（
1
２
４
・
３
３
３
１
）
へ
。�

�「
古
文
書
学
習
講
座
」
�

　

受

講

生

�
�デ

コ
づ
く
り
教
室
�

　
受

講

生

�

“�

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
�

～４月６日（土）～１５日（月）～�
�４月６日は、「交通安全意識を高める日」�

今年に入っても、市内で事故が多発しています。特に買い
物や通勤・通学の時間帯は要注意です。�
交通ルールを守り、事故のない洲本市を実現させましょう。�
◆こどもと高齢者の交通事故防止�
　○信号を守って横断しましょう�
　○無理な横断はやめましょう�
　○早朝・夜間は夜光反射材を着用しましょう�
◆飲酒運転など悪質・危険な運転の追放�
　○飲んだら乗らない、乗るなら飲まない、最低限のモラ
　　ルです�
　○ひかえ目な速度で運転する習慣を身につけましょう�
　○家族、職場ぐるみで悪質・危険運転を追放しましょう�
◆シートベルト・チャイルドシートの着用の徹底�
　○シートベルト着用は運転の基本、必ず着用しましょう�
　○こどもの成長に合ったチャイルドシートを選びましう�
　○こどもの抱っこは危険です、時速４０㌔で衝突、体重
　　は３０倍に！�
　洲本市・洲本警察署・洲本交通安全協会・淡路県民局�

◆ 受 付 期 間 　３月２２日（ 金 ）～４月１２日（ 金 ）�
◆ 一 次 試 験 日 　５月１１（ 土 ）�
◆ 試 験 区 分 、採 用 予 定 数 、受 験 資 格 �

　詳しくは、洲本警察署（1２２・０１１０）へ。�

採　用�
予定数　� 学 歴 など �

　　 　　　　�
�

４年制大学既卒者�

４年制大学既卒者で、３年以上の�
社会人経験者�

Ｂ�

 ＳＢ�

ＡＣ�

Ａ�

Ｂ� 約10人�

約10人�

約10人�

約10人�

約70人�

約50人�

女性Ａ以外の人（来年３月高校卒�
業見込者を除く）�

平成１５年４月１日の年�
齢が１８歳から３０歳ま�
での女性�

４年制大学既卒者及び卒業見込�
者 �
�

昭和４７年４月２日以降�
に生まれた男性�

４年制大学卒業見込者�

高校等卒業後、３年以上の社会人�
経験者�

昭和４６年１２月３日か�
ら昭和５９年１２月２日�
までに生まれた男性�

　男性A・SA・AC以外の人�
（来年３月高校卒業見込者を除く） �

ＳＡ　�

Ａ� 約120人　�

降に生まれた男性�
昭和４６年１０月２日以�
�

　 受 験 資 格 �
試 験 区 分 �

男
　
性�

女
　
性�

年 齢 �

明るく元気に育ってね！！　母：佳代美さん�

（平成７年５月１９日生まれ）�
�

　　　　　（平成１０年６月１５日生まれ）（新村）�

▼
�
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情報広場�Information  Plaza

国
際
交
流
協
会�

　

会

員

�

近
畿
青
年
洋
上
大
学�

 

参

加

者

�

燃
え
な
い
ご
み
用�

燃
え
る
ご
み
用�

指
定
ご
み
袋
を�

交

換

し

ま

す

�

洲
本
市
の
面
積
が�

変
わ
り
ま
し
た�

�

�
市
民
レ
ベ
ル
の
国
際
交
流
を

進
め
、
洲
本
市
の
姉
妹
都
市
交

流
や
例
会
、
英
会
話
教
室
な
ど

を
通
じ
て
、
多
く
の
人
に
国
際

化
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
洲
本
市
国
際

交
流
協
会
で
は
会
員
募
集
を
随

時
行
っ
て
い
ま
す
。
�

◆
年
会
費
　
▽
個
人
会
員
 
五

　
千
円
　
▽
賛
助
会
員
（
事
業

　
所
な
ど
）
一
万
円
�

▼
詳
し
く
は
、
同
協
会
（
市
役

所
企
画
部
企
画
課
内
1
２
２
・

３
３
２
１
内
線
２
２
７
）
へ
。
�

◆
と
　
き
　
八
月
九
日
（金）
〜
八
�

　
月
二
十
日
（火）
�

◆
訪
問
地
　
中
華
人
民
共
和
国

　
（
大
連
、
秦
皇
島
、
北
京
）
�

◆
募
集
期
間
　
三
月
十
八
日
（月）

　
〜
五
月
八
日
（水）�
�
�

▼
参
加
申
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

淡
路
県
民
局
県
民
運
動
推
進
課

（
1
２
２
・
３
５
４
１
）
へ
。
�

◆
種
　
目
　
①
一
般
、
技
術
幹

　
部
候
補
生
②
医
科
・
歯
科
、
�

　
薬
剤
科
幹
部
候
補
生
�

◆
身
　
分
　
特
別
職
国
家
公
務

　
員
�

◆
受
付
期
間
　
四
月
八
日
（月）
〜

　
五
月
十
日
（金）
�

▼
応
募
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、

市
役
所
総
務
部
総
務
課
（
1
２

２
・
３
３
２
１
内
線
２
２
５
）

か
自
衛
隊
淡
路
募
集
事
務
所
�

（
1
２
４
・
２
４
４
９
）
へ
。
�

�
市
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

を
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
使
用
料

金
の
全
額
ま
た
は
半
額
を
免
除

す
る
「
減
免
制
度
」
を
設
け
て

い
ま
す
。
現
在
、
平
成
十
四
年

度
分
の
使
用
料
金
に
つ
い
て
の

減
免
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
対
象
と
な
る
世
帯
の

人
は
必
ず
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
（
詳
し
く
は
、
二
月
号
広
報

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
。
�

�
減
免
申
請
は
、
毎
年
一
回
提

出
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
か
ら
、

現
在
減
免
を
受
け
て
い
る
人
も

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
�

◆
受
付
期
間
 
四
月
一
日
（月）
ま
�

�
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
の

「
平
成
十
三
年
全
国
都
道
府
県

市
区
町
村
別
面
積
調
」
が
二
月

一
日
付
け
で
公
表
さ
れ
、
洲
本

市
の
面
積
が
次
の
と
お
り
変
更

と
な
り
ま
し
た
。
�

◆
今
回
公
有
水
面
の
埋
立
に
よ

　
り
増
加
し
た
面
積
 
〇
・
〇

　
一
平
方
㌔
㍍
�

◆
変
更
後
の
洲
本
市
の
面
積
 
 

　
一
二
四
・
二
五
平
方
㌔
㍍
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務
部

総
務
課
（
1
２
２
・
３
３
２
１

内
線
２
２
４
）
へ
。
�

◆
三
月
二
十
五
日
（月）
�

�
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半
�

　
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
�

　
（
旧
洲
本
保
健
所
）
�

◆
四
月
十
七
日
（水）
�

�
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半
�

�
洲
本
市
健
康
福
祉
館
�

� 　
で
�

◆
申
請
場
所
 
▽
市
役
所
企
画

　
部
情
報
課
 
▽
由
良
支
所
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
企
画
部

情
報
課
（
1
２
２
・
３
３
２
１

内
線
２
３
３
・
２
３
４
）
へ
。
�

　
平
成
十
三
年
六
月
に
各
ご
家

庭
に
お
配
り
し
た
洲
本
市
指
定

ご
み
袋
に
つ
い
て
、
燃
え
る
ご

み
用
と
燃
え
な
い
ご
み
用
の
袋

を
交
換
で
き
ま
す
。
�

◆
交
換
で
き
る
世
帯
　
（
す
べ

　
て
に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要
）
 
 

▽
燃
え
る
ご
み
用
ま
た
は
燃
え

な
い
ご
み
用
の
い
ず
れ
か
の
袋

が
不
足
し
て
い
る
こ
と
▽
世
帯

構
成
員
が
五
人
以
上
で
あ
る
こ

と
▽
日
常
的
に
ご
み
の
減
量
化
、

再
資
源
化
に
努
め
て
い
る
こ
と
�

◆
交
換
で
き
る
枚
数
　
二
十
枚

　
以
内
�

◆
交
換
で
き
る
期
間
　
四
月
一

　
日
か
ら
六
月
二
十
八
日
ま
で
�

◆
交
換
場
所
　
▽
市
役
所
市
民

　
生
活
部
環
境
整
備
課
▽
由
良

　
支
所
�

◆
持
参
す
る
も
の
 
交
換
を
希

　
望
す
る
袋
と
印
鑑
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
生

活
部
環
境
整
備
課
（
1
２
２
・

３
３
２
１
内
線
３
４
３
）
へ
�

火�
日�

由 良 小 学 校 体 育 館�
洲本市スポーツセンター�

p.m．5：30～7：00（少年・一般）�
p.m．7：00～9：00（少年・一般）�

広
告�

（しとうりゅう）�●

入
会
随
時
●

見
学
者
歓
迎�

●少年は基本中心の　　　“体育空手”�
●青年は応用練習における“競技空手”�
●熟年は「型」中心の　　“健康空手”�

※対　　象�
�

※会　　費�
※所属団体�
※連 絡 先�
�

（財）全日本空手道連盟糸東会�
「拳志会」淡路島道場 TEL.42－2517

3，000円�

練習日� 時　　　　間� 場　　　　所�

自

衛

官

� お
知
ら
せ�

献
血
日
程�

四
月
一
日
ま
で�

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
使
用
料
金
の�

�

減

免

申

請

�
�

受

け

付

け

中

�
�

�
◆平成１３年分消費税及地方消費税確定申告の申告と納付期限は、４月１日（月）です�

淡路ごちそう館� （みけつくに）�

�

お好きなパスタ1種類に加え、ｽｰﾌﾟ、ﾊﾟﾝ、ｻﾗﾀﾞ�

の食べ放題がついて、お一人様￥1,000（税別）�

期間　平成14年3月15日～平成14年4月19日�

時間　17：00～21：00ディナーのみ�

（3月24日はﾊﾟｽﾀﾌｪｱを行っていません）�

　　問合わせ先　TEL　26-1133

上記ﾌｪｱをお1人様￥1,500にて実施。ｳｪﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞﾚｽ�

ｳｪﾃﾞｨﾝｸﾞ装花の小さな展示会も同時開催。（税別）�

　　　　　日程　平成14年3月24日�

　　　　　時間　16：00～（予定）　�

�

「パスタフェア」実施中！� 1日だけの「生ケーキブッフェと紅茶フェア」！�

※毎月2・3水曜日は定休日となっています。�
　ただし、3月20日は営業いたします。�

御食国�



�

１３�

冬を越すナガヒョウタンゴミムシ�

魚
の
ね
ぎ
み
そ
焼
き�

◆材料（4人分）� ◆
作
り
方�

　
ね
ぎ
は
小
口
切
り
に
し
て
Ａ

　
を
合
わ
せ
て
お
く
。�

　
鮭
は
切
り
身
を
二
つ
に
切
り
、

　
塩
を
ま
ぶ
し
て
十
分
お
き
、

　
小
麦
粉
を
ま
ぶ
す
。
フ
ラ
イ

　
パ
ン
に
油
を
熱
し
て
鮭
の
両

　
面
を
焼
く
。
①
の
味
噌
を
ぬ

　
っ
て
ふ
た
を
し
、
蒸
し
焼
き

　
に
す
る
。
（
二
百
度
の
オ
ー

　
ブ
ン
で
約
十
分
焼
い
て
も
よ

　
い
）�

　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
ご
ま
油
を

　
た
ら
し
た
熱
湯
で
ゆ
で
、
プ

　
チ
ト
マ
ト
は
二
つ
に
切
り
、

　
付
け
合
せ
に
す
る
。�

　洲本市いずみ会�
「健康福祉のつどい」より�

　
ナ
ガ
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ゴ
ミ
ム
シ

は
、
体
長
が
お
よ
そ
二
㌢
、
全

体
に
黒
色
で
光
沢
が
あ
り
、
触

覚
は
赤
褐
色
で
す
。
平
地
の
畑

や
野
原
に
多
く
、
成
虫
は
春
か

ら
秋
に
か
け
て
活
動
し
、
土
中

で
冬
眠
し
ま
す
。�

　
昼
間
は
石
の
下
な
ど
に
隠
れ

て
い
て
、
夜
に
な
る
と
地
面
を

歩
き
ま
わ
り
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
や

コ
ガ
ネ
ム
シ
の
幼
虫
な
ど
を
食

べ
ま
す
。
雌
は
土
中
に
一
個
ず

つ
卵
を
産
み
つ
け
ま
す
。�

　
幼
虫
は
六
月
か
ら
八
月
に
か

け
て
見
ら
れ
、
全
体
に
細
長
く

頭
部
と
胸
部
は
黒
色
、
腹
部
は

黒
褐
色
で
す
。
畑
な
ど
の
土
中

で
生
活
し
、
食
肉
性
で
コ
ガ
ネ

ム
シ
の
幼
虫
な
ど
を
食
べ
て
、

二
㌢
余
り
に
な
り
ま
す
。�

　
ナ
ガ
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ゴ
ミ
ム
シ

は
、
本
州
、
四
国
、
九
州
に
分

布
す
る
普
通
種
で
、
淡
路
島
で

も
各
地
で
見
ら
れ
ま
す
。�

�

ナ
ガ
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ゴ
ミ
ム
シ
�

写真�
文�

堀　田　　　久�
（淡路昆虫研究会会長）�

�

狂 犬 病 の 予 防 注 射 ・ 犬 の 登 録 �
平成１４年度の飼い犬の登録と狂犬病の予防注射を下記の日程で行います。�
生後３か月以上の犬を飼っている人は、都合の良い会場で必ず受けてください。�
◆平成１１年度以降に登録している犬は、狂犬病予防注射のみ受けてください。�
　　　手数料は、３，２００円�
◆平成１１年度以降に登録していない犬、新たに飼い始めた犬は、登録と予防
　注射の両方を受けてください。�
　　　手数料は、６，２００円�
＊ 犬が死亡したり、移転してる場合は必ず市役所に届けて下さい。�
 　詳しくは、市役所市民生活部環境整備課（    ２２・３３２１内線３４２）へ。�▼

　
�

上記の会場に来られない場合は、下記の獣医師に相談して下さい。�

立花動物病院　　　      22・3577　上物部８３１番地の１�
杉村動物クリニック　　22・2770　宇原２２７９番地の２�
山本動物病院　　          22・5999　納９９番地の１�
池田獣医師　　              22・2817　大野４２０番地の１５�
犬の運動や散歩の時の「フン」は必ず後始末をしましょう。�

　９：４０～１０：３０�
１０：４０～１２：００�
１３：２０～１３：５０�
１４：００～１４：２０�
１４：４０～１５：３０�

　９：２０～　９：５０�
１０：００～１０：４０�
１１：１０～１１：５０�
１３：３０～１４：３０�

１０：００～１０：５０�
１１：００～１１：５０�
１３：３０～１４：３０�

　９：２０～１０：００�
１０：１０～１０：４０�
１０：５０～１１：３０�
１３：００～１３：３０�
１３：５０～１４：２０�

　９：３０～１０：３０�
１０：４０～１１：３０�
１３：１０～１４：００�
１４：２０～１５：００�

　９：３０～１０：３０�
１０：４０～１１：３０�
１３：１０～１４：００�
１４：２０～１５：００�

１０：００～１０：３０�
１０：４０～１２：００�
１３：３０～１４：００�
１４：１０～１５：００�

　９：２０～１０：００�
１０：１０～１０：３０�
１０：５０～１１：５０�
１３：１０～１４：００�

１０：００～１０：５０�
１１：００～１１：３０�
１３：００～１３：３０�
１３：４０～１４：３０�

　９：３０～１０：３０�
１０：４０～１１：５０�
１３：１０～１４：００�
１４：１０～１５：００�

洲本中央公民館�
大浜公園（海月館側）�
江国寺前�
市役所前�

桑間会館前�
桑間近藤商店前�
上桑間会館（薬師庵）�
下加茂会館�

萩原倉庫前�
脇田忠恒宅前�
納公会堂�
淡路自動車検査場内�

１０：００～１１：３０�
１３：００～１４：３０�

伊勢の森神社（川西公会堂）�
旧三木善酒造前�

猪鼻集乳所�
千草東公民館前�
上田原自治会館�
野旦田集乳所�

旧宇原公館前�
宇原野球場前�
アグリ公園前�
金屋集乳所前�

大野バス停横�
白髭神社前�
新村ＪＡ集荷場�
中島荒神境内�

小路谷住吉神社�
内田明神前�
由良天川クラブ前�
上灘出張所�
中津川バス停前�

由良４丁目バス停前�
由良支所前�
由良中学校前�

きしかわ神社�
大森谷竹中宅前�
奥畑公民館�
下内膳市営住宅横�

　９：３０～１０：５０�
�
１１：００～１２：００�
１３：２０～１４：３０�

洲本健康福祉事務所�
（旧洲本保健所）前�
潮消防団機具庫�
宇山天理教前�

　９：３０～１０：２０�
１０：３０～１１：２０�
１１：３０～１２：００�
１３：２０～１４：００�
１４：１０～１４：３０�
１４：４０～１５：００�

三木田公会堂�
市原公会堂�
安坂公会堂�
中川原公民館�
前厚浜消防団横�
諏訪神社前�

前古宮集乳所�
安乎連絡所�
宮野原公会堂�
山田原真浄寺�
安乎八幡神社�

４月２４日（水）�

４月２３日（火）�

４月２２日（月）�

４月１９日（金）�

４月１８日（木）�

４月１７日（水）�

４月１６日（火）�

４月１５日（月）�

４月１２日（金）�

４月１１日（木）�

４月１０日（水）�

４月９日（火）�

４月８日（月）�
　　日　　程　� 　　時　　間� 　　会　　場�

�生鮭         　　４切れ�

�塩           　　　少々�

�小麦粉       　　大さじ２�

�サラダ油     　大さじ１�

�白味噌       　　大さじ３�

�酒           　　　大さじ２�

�ねりがらし   　小さじ１�

�さとう       　　小さじ２�

�すりごま     　大さじ１�

�青ねぎ       　　２本�

�ブロッコリー １２０㌘�

�プチトマト   　４個�

A�

�

101

239�

1

1

1

1

1



１４�

家
事
援
助
が
利
用
で
き
る
の
は
、�

次
の
よ
う
な
場
合
で
す�

支
給
の
対
象
と
な
ら
な
い�

サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す�

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
を�

ご
活
用
く
だ
さ
い�

　
訪
問
介
護
に
は
、
訪
問
介
護

員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
が
利

用
者
の
自
宅
を
訪
問
し
て
行
う

サ
ー
ビ
ス
で
、
家
事
援
助
（
掃

除
や
洗
濯
、
食
事
の
準
備
や
調

理
な
ど
）
と
身
体
介
護
（
食
事

や
排
せ
つ
、
入
浴
な
ど
の
介
助
）

が
あ
り
ま
す
。
�

　
身
体
介
護
は
、
世
帯
や
家
族

の
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
利
用
で

き
ま
す
が
、
家
事
援
助
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、
次

の
よ
う
な
条
件
が
必
要
で
す
。

世
帯
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
利

用
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
�

▽
利
用
者
が
一
人
暮
ら
し
の
場
�

合
�

▽
利
用
者
の
家
族
な
ど
が
傷
害

や
疾
病
な
ど
の
場
合
�

▽
利
用
者
の
家
族
な
ど
が
障
害

や
疾
病
で
な
く
て
も
同
様
の
や

む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
家
事

が
困
難
な
場
合
�

　
利
用
者
の
通
院
な
ど
に
は
原

則
と
し
て
公
共
の
交
通
機
関
を

利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

六
十
五
歳
以
上
で
老
衰
や
心
身

の
障
害
、
傷
病
の
た
め
寝
た
き

り
や
車
い
す
を
利
用
し
て
お
り

一
般
の
交
通
機
関
を
利
用
す
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
介

護
予
防
・
生
活
支
援
事
業
に
よ

る
「
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
外
出
支

援
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
は
、
市
の

移
送
用
車
両
を
使
っ
て
、
医
療

機
関
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
施
設
な

ど
へ
送
迎
し
ま
す
。
�

◆
費
　
用
　
▽
市
内
、
緑
町
、

　
津
名
町
へ
は
、
一
回
三
百
円
、

　
▽
島
内
の
そ
の
ほ
か
の
地
域

　
に
は
六
百
円
�

◆
月
四
回
ま
で
（
片
道
一
回
）
�

▼
詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
館
内

介
護
福
祉
課
（
1
２
２
・
９
３

３
３
）
へ
。
�

　
介
護
保
険
は
、
み
な
さ
ん
の
�

保
険
料
や
公
費
に
よ
っ
て
な
り

た
つ
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、

原
則
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
サ

ー
ビ
ス
は
支
給
の
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。
�

▽
本
人
以
外
の
部
屋
の
掃
除
な

ど
、
家
族
の
た
め
の
家
事
�

▽
庭
の
草
む
し
り
な
ど
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
が
や
ら
な
く
て
も

普
段
の
暮
ら
し
に
差
し
支
え
の

な
い
も
の
�

▽
大
そ
う
じ
な
ど
、
普
段
は
行

わ
な
い
よ
う
な
家
事
�

▽
訪
問
介
護
員
が
、
自
家
用
車

や
事
業
所
の
車
な
ど
を
利
用
し

て
、
利
用
者
の
「
通
院
・
外
出

介
助
」
を
行
う
こ
と
�

＊
た
だ
し
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

な
ど
の
公
共
の
交
通
機
関
を
利

用
し
、
利
用
者
に
付
き
添
う
�

「
通
院
・
外
出
介
助
」
は
支
給

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
�

　「家庭ごみの分け方と出し方」のリーフレットを３月号
の広報紙といっしょにご家庭にお配りしていますので、市
役所が収集するごみ、しないごみなどにご注意いただき、
指定袋に入れて正しく出してください。�
　ごみを決められた方法以外で出すと、不法投棄となり、
法律により「５年以下の懲役、又は１，０００万円以下の
罰金、若しくは両方の刑罰」に処されます。�
　また、土地・建物の管理者や所有者は、自らの責任で所
有地等に「不法投棄」をされないよう努めなければなりま
せん。�
　ごみを不法に捨てないよう、また捨てられないよう、み
んなで協力して快適で住みよい街づくりをすすめましょう！�

　市スポーツセンターでは、野球場を多くの皆さんに利

用していただくため、抽選により利用者を決める日を設

けています。今年の利用日は、下記のとおりですので、

ご希望の人はお申し込みください。�

みんなでなくそう不法投棄！� 野球場市民開放日のお知らせ�

◇ 今 月 の 拠 点 回 収 ◇ �
３月２８日（木）（第４木曜日）午前７時～正午�
　詳しくは、市役所市民生活部環境整備課（ 1２２・
３３２１内線３４３）へ。�

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
よ
く
知
っ
て
利
用
し
よ
う
！�

外出支援サービスのようす�

訪
　
問
　
介
　
護�
訪
　
問
　
介
　
護�

▼
�

◆と　き　４月１４日（日）午前１０時～（雨天中止）　◆ところ　三熊山一帯�
◆内　容　スカウトコーナー、軽食販売コーナー、茶会コーナー、郵便局臨時出張所コーナー、牛乳・乳飲料販売
　コーナー、防災・赤十字コーナー、電力コーナー、三熊山散策コーナー、ビンゴゲーム、バザーなど�
　詳しくは、洲本商工会議所（1２２・２５７１）へ。�▼

�

◆と　き　午前１０時～正午（受付午前９時３０分～）　◆ところ　三熊山東園地　◆対　象　小学生�
◆募集人数　先着１００人程度２人１組でご参加ください。チーム対戦です。（ベイブレードはご持参ください）�
◆参加費　無料　※参加者全員に参加賞があります。�
　詳しくは、洲本商工会議所青年部事務局（1２２・２５７１）へ。�▼
�

利用できる日�

　５月  ５日（日）�

２月  ２日（日）�

１２月２２日（日）�

１１月１０日（日）�

　９月  ８日（日）�

午前９時～日没�

午前９時～午後９時�

   ４月１６日～１９日 �

   １月１４日～１７日�

 １２月  ３日～   ６日 �

 １０月２２日～２５日�

   ８月２０日～２３日 �

利 用 時 間 � 受 付 期 間 �

詳しくは、同センター（1２２・６６３４）へ。�



１５�

　木々の芽がふくらむ頃となり、外出
の楽しい季節がやってきました。お出
かけの際にはぜひ図書館へもお立ち寄
りください。�
　　　＜郷土資料＞のご紹介�

�『先山　千光寺　写真集』�
�　樽井眞邦／著　ＢｅｅＢｏｏｋｓ�
　季節折々の先山の姿が収められていて、
様々な面を持つ先山が堪能できます。�

「おはなし会」�
３月２３日、４月１３日　午後２時～�

�（ちいさい子向け）�
４月２０日、５月１８日　午後２時～�
※「ちいさい子向けのおはなし会」は
０～３歳くらいまでを対象にしていま
す。図書館では０歳児から利用者登録
ができるようになっています。登録す
る際には、名前・住所等が確認できる
もの（保険証等）が必要です。�

「おりがみ教室」�
�３月２３日　午後３時～�
�「つくってあそぼう！」�

４月２１日　午後１時３０分～�
�「のり・はさみ・筆記用具・牛乳パ
ック」をご持参ください。�
※「おりがみ教室」「つくってあそ
ぼう！」は定員４０名。参加申込は
前日まで（ただし、定員になり次第
締切らせて頂きます）。�
�（休館日は月曜・祝日・毎月末です）�

お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ�

古紙配合率１００％再生紙を使用しています�

市保健センターで�

フリー�
ダイヤル�

な　や　みぜろ�

（1２２・３３３７）�

由 良 公 民 館 で �
（1２７・２１６７）�

（1２２・３３３７）�

（1２２・３３３７）�

（1２２・０７１２）�

３月２２日（金）�

３月２９日（金）�

４月４日（木）�

４月１１日（木）�

４月１８日（木）�

４月２６日（金）�

乳　児�10か月児�1歳6か月児�３歳児�

場　所�

受　付�
時　間�

午後１時～１時１５分�

市 保 健 セ ン タ ー �
午後�
１２時４０分�
　～１時�

�

�

Ｈ１３年５月生�

�

�

Ｈ１２年８月生�

�

�

�

Ｈ１２年９月生�

Ｈ１３年１１月生�

�

�

�

Ｈ１３年１２月生�

�

�

�

�

�

Ｈ１１年１月生�

�

（1２２・３５４１）�
洲本健康福祉事務所で�

ママメイト（対象：妊婦）�
　いのちって何だ　毎月第１～４月�
　曜日、受付・午前９時３０分～�
　お母さんは元気　３月２６日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　おっぱいで育てたい　４月１６日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　赤ちゃん大好き　５月１４日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　こんにちは赤ちゃん　４月２日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　離乳食のおけいこ　４月３日（水）、�
　受付・午後１時３０分～�
離乳食教室　４月３日（水）、午後１時�
　～３時�
７か月児相談　３月２０日（水）、受付�
　午前９時４５分～１０時、対象者�
　（Ｈ１３．８月生まれ）には案内、�
　問診票などを送付します。�
２歳児健康相談　３月２８日（木）、�
　受付・午後１時～１時１５分、対�
　象者（Ｈ１２、３月生まれ）には�
　案内、問診票などを送付します。�
乳幼児相談　４月１９日（金）、午前９�
　時３０分～１１時�
歯科保健相談　毎月第４水曜日、受�
　付・午後１時～１時３０分。フッ�
　素塗布を同時に行います（予約が�
　必要、料金１，４８０円）。�
成人健康相談　毎月第１～４月曜日、�
　午後１時～３時（栄養相談は第２・�
　４月曜日）�

　３月、４月の乳幼児健康診査を次の�
とおり行います。対象者には問診票�
などを送付しますので、母子手帳を�
持参し受診してください。�

法律相談　弁護士による相談。４月�
　３日（水）、４月１７日（水）、（受付・市�
　役所市民相談係で電話による予約�
　受付けをしています。1２２・３�
　３２１内線３４５・３ ４６）総合�
　福祉会館で。�
行政相談　４月１０日（水）、午後１時�
　１５分～（受付・午後１時３０分�
　まで）総合福祉会館で。�
社会保険相談　第３金曜日、午前１０�
　時～午後３時、市民会館で。�
�

　相談など）�
栄養表示基準制度相談　毎月第１、�
　３月曜日、午前１０時～正午（予�
　約が必要）�
栄養専門相談  毎月１・３月曜日、�
　午後１時～５時（予約が必要）�
胃がん検診  ４月３日（水）、午前９時�
　～正午（申込・市保健センターへ）�
２時間人間ドック　火・水・木曜日�
で健康福祉事務所が指定する日、�
午前９時～（料金１５，５８０円、申�
込・洲本保健所へ）洲本市民で国民�
健康保険に加入し３０歳以上の人�
に８，０００円、社会保険などの加入�
者で４０歳以上の人に５，０００円の助�
成があります。（ただし１年度１回限り）　　�

心配ごと相談　毎月２日、１２日、�
　２２日、２７日（日曜・祝日の場�
　合は翌日）午後１時～４時、総合�
　福祉会館で。電話での相談にも応�
　じています（1２６・００２２）。�
家庭児童相談　０～１８歳までの子�
　供の相談。毎週月・火・木、午前�
　８時３０分～午後５時１５分、洲�
　本市健康福祉館（1２２・３３３�
　２）で。�
青少年相談　毎月第３水曜日、午後�
　１時～３時、青少年センター（1�
　２２・４５４７）で。�
母子家庭相談　毎週金曜日、午前１０�
　時３０分～午後５時、福祉事務所で。�
高齢者相談　月～金曜日、午前９時�
　～午後５時３０分、淡路県民局�
　（　　０１２０・３６・７８３０�
　で。介護相談なども行っています。）　　�

　
二
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半
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、
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に
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ま
し
た
。

日
頃
と
に
か
く
作
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こ
と
で
精
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っ
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の
状
態
か
ら
、
他
の

市
町
の
広
報
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企
画
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写
真
の

作
品
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
何

か
と
刺
激
さ
れ
る
こ
と
の
多
い

大
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で
し
た
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大
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で
は
、
広

報
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ン
ク
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彰
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あ
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「
Ｉ
Ｔ
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代
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さ

て
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Ｔ
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で
し
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か
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Ｔ
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な
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ま
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し
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さ
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デ
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タ
量

で
は
イ
ン
タ
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ネ
ッ
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及
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ま
せ
ん
◆
し
か
し
、
講
師
の
先

生
が
言
う
に
は
、
人
は
ど
れ
だ

け
早
く
多
く
の
情
報
を
見
て
も
、

そ
れ
を
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し
て
理
解
す
る
た
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に
は
、
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定
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が
か
か

る
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だ
そ
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す
。
そ
し
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、

今
時
点
で
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（
将
来
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が
も

っ
と
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す
る
か
、
情
報
社
会

に
追
い
つ
く
か
す
れ
ば
、
変
わ

る
か
も
し
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ま
せ
ん
が
）
、
人

は
触
感
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で
き
な
い
（
イ
ン

タ
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ブ
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な
）
も
の
を
、
理

解
し
づ
ら
い
の
だ
そ
う
で
す
◆

つ
ま
り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
た
情
報
は
、

情
報
と
し
て
知
る
こ
と
は
で
き

る
が
、
承
諾
納
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（
ま
た
は
否

定
拒
否
）
す
る
た
め
に
は
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報

紙
の
ほ
う
が
適
し
て
い
る
と
言

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か�

◆
と
、
い
う
わ
け
で
市
の
政
策

や
方
針
を
ご
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
は
、
や
は
り
広
報
紙

と
い
う
の
も
、
ま
だ
ま
だ
可
能

性
の
あ
る
媒
体
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
し
た
。�

成人健康相談　５月１３日（月）、午�
　後１時３０分～３時�

成人健康相談　毎月第１～４金曜日、�
　受付・午後１時～１時３０分（成�
　人病相談など・予約が必要）�
心の相談　毎月第２火曜日、奇数月第３�
　火曜日、予約制・午後１時３０分～�
　（精神病、痴呆、アルコールその他心の�

（
Y
）�

洲本市シルバー人材センターでは、男・女会員を募集しています。�
　詳しくは、洲本市シルバー人材センター（124・4830　青雲中学校前）へ。�▼

�会 員 募 集 �
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１６�

7つ の散策コースを策定しました�7つ の散策コースを策定しました�

散策コースのご案内�

洲本バスセンター�

淡路文化史料館�

観光案内所�

洲本商工会議所�

健康福祉館� ポートターミナル�

淡路島テレビジョン�

炬口海水浴場�

ボードウォーク�

大浜海水浴場�

大浜公園�

御食国�

ポン太�

洲浜橋�

足湯�

寺町�

洲本アルチザンスクエア�

洲本市立図書館�

兵庫県洲本総合庁舎�

洲本警察署�

洲本八幡神社�

三熊山・洲本城跡�

三熊山東園地�

曲田山�

潮
橋�

国道2
8号�

洲本川
�

洲本パールライン（至津名経由関空）�

沼島汽船（至沼島）�

洲
本
橋�

常盤橋�

物部
橋�

紺屋
橋�

宅左衛門�

川太郎�

武左衛門�

柴右衛門�

お増�

お松�

柴助�

洲本市役所�

塩屋緑地�

市民広場�

洲本郵便局�

桝右衛門�

浄泉寺●�
本妙寺●�
千福寺●�
遍照院●�

江国寺●�
�

専称寺●�
称名寺●�
浄光寺●�

●広域消防ビル�

●ジャスコ�

市民●�
会館�

●三井住友銀行●三井住友銀行�●三井住友銀行�

塩
屋
筋
商
店
街�

洲
本
温
泉
旅
館
街�

バスターミナル●�

お登勢像�

厳島神社� 千畳敷�

中央公民館�

千
草
川�

本町商店街�
堀
端
筋�

陀仏川歩道橋�

岩田康郎の像�

●洲本川・炬口ゾーン�

●洲本新都心ゾーン�

●海岸通りゾーン�

●松の内内町ゾーン�

●松の内外町ゾーン�

●曲田山ゾーン�

●三熊山ゾーン�

洲浜橋を中心とした洲本川と炬口海岸をまわるコース。�

鐘紡工場跡地と内港埋立地を中心とした新都心コース。�

洲本ポートターミナルから大浜海岸へつながるコース。�

蜂須賀城館を中心として武家屋敷が並んでいたコース。�

主として寺町や職人町など下町風情のあるコース。�

春の桜が美しく洲本市内を一望できる曲田山コース。�

深い緑と洲本城跡が戦国の世を偲ばせる三熊山コース。�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

市では、観光スポットなどを巡りながら散策を楽しむ“ウォーキングトレイル事業”に取り組んできま
した。このほど、その事業の一つとして、７つの散策コースを策定しました。散策コースを紹介した案
内板を作製し、　塩屋緑地　　洲本中央公民館横　　洲本税務署隣の足湯　　炬口海水浴場の４か所に
設置しました。案内板には、それぞれ周辺の観光スポットや「洲本八狸」、テレビドラマになった「お
登勢」のゆかりの場所なども紹介しています。�

観光客にも人気の足湯�
※お登勢像は5月建立予定�

炬口海水浴場前の案内板�炬口海水浴場前の案内板�


